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2010年度前期「キャリア形成論」（全学教養科目）講義要項 
－名古屋大学全学同窓会寄付講義－ 

 
 
開講時間： 火曜 2限 
場 所： 全学教育棟 S30（3階） 
講義責任者： 武田 穣（産学官連携推進本部 連携推進部長・教授） 
 

2010 年度前期の「キャリア形成論」（名古屋大学全学同窓会寄付講義）が 2009 年度に引き続
き、4月 13日(火)から始まります。 
本講義は、名古屋大学を卒業後どの道に進もうか、あるいは、進みたい道があるけど何をした

らよいかわからない、など自らのキャリアについて考えて、ヒントを得るために開講します。 
『キャリア』とは、人生を構成する一連の出来事全てです。学生・社会人・年金生活者などの

人生全てがキャリアです。もちろん、仕事以外にもクラブ活動やボランティアなども含まれます。

本講義では、産業界・教育界・行政サービス・ベンチャービジネス支援など様々な分野で活躍さ

れる、本学卒業生を講師としてお招きし、オムニバス形式で講義をします。講師の方々がどのよ

うにキャリア形成をしてきたのかを一つの柱として、その職業環境・業界情報・今後の動向等も

含めて種々の立場や視点から講義を行う予定です。 
多彩な分野で活躍している方の生き方や考え方に触れ、それらを糸口にして、自らのキャリア

を考える機会としてください。必ずや皆さん自身のキャリアを構築していくうえで、役に立つ機

会になると期待しています。 
 
 
 

履修上の注意 

【対象学年】 全学 2年生以上 
【単 位 数】 2単位 
【教 科 書】 各講師がレジュメを用意する 
【成績評価の方法】 レポート（2本）と出席点を総合的に判断して評価する 
【そ の 他】 
１． 履修定員を超える場合は履修制限を行う。その場合は、許可されたものだけが履修

登録ができる。 
２． 履修登録者でなくても、席に余裕があれば聴講を歓迎する。聴講を希望する者は、

講義開始前に講義責任者に申し出ること。 
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2010年度前期講義日程 
 
第 1回： 4月 13日 (火)  
オリエンテーション：自らの人生は自ら決

定する－キャリア形成の必要性－ 
名古屋大学 社会貢献人材育成本部 特任教授 

河野
か わ の

 廉

第 2回： 4月 20日 (火) 

やすし

 

サッカー選手、物理学生、電通マン、写真

家・・・何がくるしぅてこうなったのか？ 

写真家 荻野
お ぎ の

 NAO之

第 3回： 4月 27日 (火) 

ゆき

 

仕事は楽しんでこそ良い仕事ができる 
京都府立大学 公共政策学部 教授 

 青山
あおやま

 公三

第 4回： 5月 11日 (火) 

こうぞう

 

夢だった仕事についてから１５年・・・ 
仕事を見つめ直して 

中部日本放送株式会社 アナウンサー 

 丹野
た ん の

第 5回： 5月 18日 (火) 

 みどり 

教師を通じて社会に貢献する～現場から

のメッセージ～ 

愛知県立成章高等学校 教論 寺田
て ら だ

 安孝

第 6回： 5月 25日 (火) 

やすたか

 

“夢” 
セレンディップ・コンサルティング株式会社 

Sync Partners株式会社 

高村
たかむら

 徳康

第 7回： 6月 1日 (火) 

のりやす

 

『ものづくり』とチーム作業－三人よれば

文殊の知恵－ 
三菱重工業株式会社 
名古屋航空宇宙システム製作所 

山口
やまぐち

 裕美子

第 8回： 6月 8日 (火) 

ゆ み こ

 

回り道の楽しさ・・・出逢い、学び、期待

すること 

株式会社ビートップスタッフ 代表取締役 

廣瀬
ひ ろ せ

 満浩

第 9回： 6月 15日 (火) 

みつひろ

 

地域金融機関の役割（今何が必要か）～求

められる人材像～ 
株式会社名古屋銀行 営業統括部 部長 

古本
ふるもと

 恭久

第 10回： 6月 22日 (火) 

やすひさ

 

自動車レースへの情熱と現実～自己実現

とリスク管理～ 
株式会社童夢 開発部 
プロジェクトマネージャー 

湯地
ゆ ち

 浩志

第 11回： 6月 29日 (火) 

ひ ろ し

 

私が出会った子ども達 

  弁護士 吹野
ふ き の

 憲
かず

征

第 12回： 7月 6日 (火) 

ゆき

 

公務員とはどんな職業か？－将来やりた

い仕事がまだ決まっていないあなたへ－ 
名古屋市役所 市民経済局 地域安全推進課 

朝倉
あさくら

 まり子

第 13回： 7月 13日 (火) 

  こ

 

若い人は挑戦し続けよ！ 
セレンディップ・コンサルティング株式会社 
元 株式会社ポッカコーポレーション 

内藤
ないとう

 由治

第 14回： 7月 20日 (火) 

よしはる

 

総括：キャリア形成の必要性－パラシュー

トの色－ 

講義責任者 武田
た け だ

 穣
ゆたか
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講 義 内 容 

 
第 1 回： 4月 13日 (火) 
テ ー マ： 自らの人生は自ら決定する ―キャリア形成の必要性― 

講 師： 河野
か わ の

 廉
やすし

略歴 1994年 三重大学生物資源学研究科博士前期課程修了 

  名古屋大学社会貢献人材育成本部 特任教授 

1994年 株式会社ツムラ入社 

1998年 (株)ツムラ退社後、名古屋大学医学研究科博士後期課程入学 

2001年 名古屋大学医学研究科博士後期課程終了 

2001年 コロラド州立大学研究員 

2002年 文部科学省産学官連携コーディネーター（三重大学） 

2002年 有限会社バイオコントロール研究所 代表取締役 

2005年 三重大学創造開発研究センター 助手 

2006年 名古屋大学産学官連携推進本部連携推進部 キャリアパス支援室 特任助教授 

2008年 名古屋大学社会貢献人材育成本部 特任教授、現在に至る 

講義内容 
l 『キャリア形成論』の目的 
l 『キャリア』の本当の意味 

l 多様なキャリアパスの現状 
l 自ら決定する人生の必要性 

 
 
 
第 2 回： 4月 20日 (火) 
テ ー マ： サッカー選手、物理学生、電通マン、写真家・・・ 

何がくるしぅてこうなったのか？ 

講 師： 荻野
お ぎ の

 NAO之
ゆき

略歴 1998年頃  名古屋大学在学中、写真家活動をはじめる 

  写真家 

2000年 名古屋大学理学部卒業 

2000年 ㈱電通 入社 写真家活動と二束のわらじ 

     企画開発、２００５日本国際博覧会室、営業室などを経て 

2006年 ㈱電通 退社、現在に至る 

講義内容 
l 棺桶で決まるキャリア 
l 大学での「遊び方」 
l 稼ぎと仕事 

l 道をしぼる時 
l 運鈍（勘）根 
l 最後に、私の仕事について
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第 3回： 4月 27日 (火) 
テ ー マ： 仕事は楽しんでこそ良い仕事ができる 

講 師： 青山
あおやま

 公三
こうぞう

略歴  1973年 名古屋大学工学部建築学科卒業 

  京都府立大学公共政策学部 教授 

1973年 株式会社日本都市開発研究所（東京）入所 研究員 

1976年 社団法人地域問題研究所（名古屋）入所 

研究員、主任研究員、事業部長、事務局次長を歴任 

1992年 社団法人地域問題研究所退職（退職時 理事・事務局次長）、渡米 

1993年 Institute of Public Administration (IPA）（ニューヨーク行政研究所）入所 

1997年 ニューヨーク大学ロバートワグナー公共政策大学院修了（都市計画修士） 

1998年 ニューヨーク大学 准助教授、主にインターンの調査実施指導を担当 

2004年 1月 Urban Policy Institute of New York (UPIny)（ニューヨーク都市政策研究所）

設立 所長 

 9月 The Center for Good Governance (CGG) 事務局長 (Secretary) 

2007年 3月 日本に帰国。帰国後も UPInyの活動を継続。日本ではフリーランスのコンサ

ルタントとして活動 

 4月 名古屋大学大学院環境学研究科都市環境学博士課程後期（社会人特別枠） 

 8月 名古屋大学産学官連携推進本部国際連携部 国際リサーチマネージャー 

2008年 4月 京都府立大学 非常勤講師（市民参加論、地域社会論） 

 10月 京都府立大学公共政策学部 教授 

  現在他に社団法人地域問題研究所 理事 研究監 

京都府職員研修・研究支援センター 研究支援室長などを兼務 

講義内容 
l 私の転職履歴と転職理由 
l 転職を決意する力 

l 自分は一体何をしたいのか？ 
l 海外に出ることの素晴らしさ 

l 相手の立場に立って考えることがすべての基本 
l 仕事は楽しまなければ良い仕事はできない――「よく」仕事をするのではなく「よい」

仕事を 
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第 4 回： 5月 11日 (火) 
テ ー マ： 夢だった仕事についてから１５年・・・仕事を見つめ直して 

講 師： 丹野
た ん の

（テレビ制作局アナウンス部 課長代理） 
 みどり  中部日本放送株式会社 アナウンサー 

CBCテレビ 夕方の報道情報番組「イッポウ」キャスター 

略歴 1996年 名古屋大学文学部卒業 

1996年 中部日本放送㈱入社 

     入社当時はラジオの音楽番組などを担当、 

     入社３年目から現在に至るまで夕方のニュース番組でキャスターを務める 

     「ニュースワイド」、「ユーガッタ！CBC」を経て現在は「イッポウ」に出演 

講義内容 
l 私の学生時代 
l 夢の仕事についての体験、悩み、葛藤、感動、やりがい 
l 仕事を見つめ直して自己実現へ 

 
 
 
第 5 回： 5月 18日 (火)  
テ ー マ： 教育を通じて社会に貢献する ～現場からのメッセージ～ 

講 師： 寺田
て ら だ

 安孝
やすたか

略歴 最終学歴 愛知教育大学大学院教育学研究科（教育学修士） 

  愛知県立成章高等学校 教諭 

現在、愛知県立成章高等学校で教論として勤務 

現職のまま愛知県の派遣研修にて半年間、名古屋大学生命農学研究科へ出向 

講義内容 
l 大学で学んだ高度な専門性を、教育を通じて社会に還元する方法を具体的な実践例を踏

まえながら紹介します。教師は子ども達にとって、各専門分野の魅力を伝える語り部で

あると同時に、ロール・モデルでもあります。 
この機会に是非、教育の可能性について評価してください。 
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第 6回： 5月 25日 (火) 
テ ー マ： “夢” 

講 師： 高村
たかむら

 徳康
のりやす

Sync Partners株式会社 代表取締役社長 公認会計士 

 セレンディップ・コンサルティング株式会社 
代表取締役社長 公認会計士 

略歴 1990年 名古屋大学経済学部卒業 

1990年 岡三証券(株)入社、経済研究所・株式部・債券部にて株式・債券運用等に携わる 

1997年 公認会計士第 2次試験合格後、監査法人トーマツに就職 

2000年 東海ビジネスドットコム立上に参画、出向 

2006年 監査法人トーマツを退職と同時に東海ビジネスドットコムを退任 

2007年 現在、2社の代表取締役 

名古屋大学客員准教授、岐阜県大学客員准教授、三重大学インキュベーション施設審査委員、

豊橋科技大大学発ＶＢ資金調達アドバイザー、名古屋大学産学官連携本部起業推進会委員、名

古屋大学産学官連携推進・連絡調整会議委員、愛知県中小企業金融施策検討委員、愛知県次世

代産業市場開拓支援事業推進委員、経済産業省次世代補助金技術評価事前委員 などを歴任 

講義内容 
l 仕事って何だろう 
l 会社って何だろう 
l 大企業か小企業か 

l 何を夢見るか 
l 夢を決めてみよう 

 
 
 
第 7回： 6月 1日 (火) 
テ ー マ： 『ものづくり』とチーム作業 －三人よれば文殊の知恵－ 

講 師： 山口
やまぐち

 裕美子
ゆ み こ

略歴 1993年 名古屋大学工学部航空学科修了（修士課程） 

 三菱重工業株式会社 名古屋航空宇宙システム製作所 
研究部 空力研究課 主任 

1993年 三菱重工業(株)入社 

主に風洞試験関連作業に従事 

1996年 結婚 

2006年 第 1子出産 

出産後 1年間育児休業取得 

2007年 休業前と同所属に復職 現在に至る 

講義内容 
l エンジニアを目指すまで 
l 風洞試験とは 
l チーム作業と達成感 

l 必要なものは「想像力」 
l 仕事と家庭の両立 
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第 8 回： 6月 8日 (火) 
テ ー マ： 回り道の楽しさ・・・出逢い、学び、期待すること 

講 師： 廣瀬
ひ ろ せ

 満浩
みつひろ

略歴 1978年 名古屋大学工学部卒業 

  株式会社ビートップスタッフ 代表取締役 

1978年 ブラザー工業㈱入社 

2003年 ブラザー工業人事部長 

2006年 ビートップスタッフに出向、現職に至る 

講義内容 
l 会社紹介 
l 仕事を通じての出逢いと学び 
l ビジネスの第一線でおきていること 
l 若者への期待と企業で求められる人材 

 
 
 
第 9 回： 6月 15日 (火) 
テ ー マ： 地域金融機関の役割（今何が必要か） ～求められる人材像～ 

講 師： 古本
ふるもと

 恭久
やすひさ

略歴 1978年 名古屋大学経済学部卒業 

  株式会社名古屋銀行 営業統括部 部長 

1978年 ㈱名古屋銀行入行 

1990年 同行ニューヨーク支店駐在 

1999年 神守支店長 

2001年 小牧支店長 

2002年 総合企画部副部長 

2005年 八熊支店長 

2007年 尾張東エリア長 兼 春日井支店長 

2009年 営業統括部長、現在に至る 

    （名銀グリーン財団事務局長・愛知県公園協会評議委員） 

＜参考＞ 

1996年 名古屋大学体育会アイスホッケー部コーチ就任 

2003年 同部監督就任 

講義内容 
l 地域銀行に求められるもの 
l 多様化する役割と求められる人材像 
l 金融マンとしての働きがい 
l 将来に向けて今からできること 
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第 10 回： 6月 22日 (火) 
テ ー マ： 自動車レースへの情熱と現実 ～自己実現とリスク管理～ 

講 師： 湯地
ゆ ち

 浩志
ひ ろ し

略歴 1999年 名古屋大学工学部卒業 

  株式会社童夢 開発部 プロジェクトマネージャー 

 ※在学中の 1997年より、㈱童夢でアルバイト開始 

1999年 ㈱童夢 入社 開発部（ルマンプロジェクトに従事） 

2004年 同社 開発部 アシスタントマネージャー 

    （ルマンプロジェクト プロジェクトリーダー） 

2005年 同社 開発部 マネージャー 

    （ルマンプロジェクト プロジェクトリーダー） 

2007年 同社 開発部 プロジェクトマネージャー、現在に至る 

（ルマンプロジェクト プロジェクトリーダー） 

講義内容 
l レーシングカーの開発とは？ 
l レーシングカーデザイン・エンジニアリングの世界での１０年 
l 好きなことを職業にする喜びと現実。好きなことがビジネスにならない場合 
どうしますか？ 

 
 
 
第 11 回： 6月 29日 (火) 
テ ー マ： 私が出会った子ども達 

講 師： 吹野
ふ き の

 憲
かず

征
ゆき

略歴 1993年 名古屋大学法学部卒業 

  弁護士 

1996年 司法試験合格 

1999年 名古屋弁護士会（現愛知県弁護士会）に弁護士登録 

講義内容 
l 弁護士業務の内容 
l 子どもに関わる事件との出逢い 
l 事件を通じて出会った子ども達 
l 仕事のやりがい 
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第 12回： 7月 6日 (火) 
テ ー マ： 公務員とはどんな職業か？ 
         －将来やりたい仕事がまだ決まっていないあなたへ－ 

講 師： 朝倉
あさくら

 まり子
  こ

主査（生活安全推進） 
  名古屋市役所 市民経済局 地域安全推進課  

略歴 1987年 名古屋大学法学部卒業 

1987年 名古屋市役所勤務 

2007年 教育委員会事務局、総務局、中村区役所を経て、現職に至る 

講義内容 
l なぜ公務員になったのか 
l ヒラのまま終わるか、係長試験を受けるか 

 

l 専門家もどきとは 
l 公務員はゼネラリスト？

 
 
第 13 回： 7月 13日 (火) 
テ ー マ： 若い人は挑戦し続けよ！ 

講 師： 内藤
ないとう

 由
よし

治
はる

元 株式会社ポッカコーポレーション 代表取締役社長 
 セレンディップ・コンサルティング株式会社 最高顧問 

略歴 1946年 豊橋生まれ 

1965年 名古屋大学法学部入学、新入生時から友人と「少林寺拳法同好会」を設立し、部に昇

格させる 

卒業後 ソニー入社 

本社法務部でアメリカ独禁法訴訟、大手米国企業との合弁事業設立法務を担当、1977

年 30歳で欧州赴任、8年間フランス、スイスに駐在。後半 4年間はソニーフランス

の日本人代表兼コンシューマー部門長を歴任。ソニーフランスが海外子会社社長賞を

5年間連続受賞する基礎を作り上げた 

帰国後 義兄が経営する(株)ポッカコーポレーションに転職 

1998 年から代表取締役社長に就任。以降、ファミリー企業から脱却し真の上場企業

となるための数々の革新的経営改革に着手。2005年 MBOを実施すると同時に取締

役会長となり 2009年 3月にポッカコーポレーションを退任。4月から現職 

今後は、欧州、アジア、日本での経営経験から会得した経営知識、ノウハウを主に、中部地域

の若手ベンチャー企業経営者のために貢献出来ればと願っている。 

講義内容 
l 学生時代、新入社員時代、欧州時代、ポッカコーポレーションでの部長時代、社長時代

と現在、それぞれの「挑戦したケースとその結末」、「挑戦しなかったケースとその結末」
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第 14回： 7月 20日 (月) 
テ ー マ： キャリア形成の必要性 ―パラシュートの色― 

講 師： 武田
た け だ

 穣
ゆたか

略歴 1980年 東京大学理学系研究科博士課程修了 

（講義責任者） 

1982年 名古屋大学農学部付属生化学制御研究施設 助手 

2000年 名古屋大学農学国際教育協力研究センター 助教授 

2006年 名古屋大学産官学連携推進本部・教授、連携推進部長 

現在に至る 

講義内容 
l 多様なキャリアパスから人生の選択について 
l 自らの選択と自らのキャラクター 
l キャリアと就職 
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＜後期講義日程＞ 

 
第 １回： １０月 ４日（月） 
第 ２回： １０月１８日（月） 
第 ３回： １０月２５日（月） 
第 ４回： １１月 １日（月） 
第 ５回： １１月 ８日（月） 
第 ６回： １１月１５日（月） 
第 ７回： １１月２２日（月） 
第 ８回： １１月２９日（月） 
第 ９回： １２月 ６日（月） 
第１０回： １２月１３日（月） 
第１１回： １２月２０日（月） 
第１２回：  １月１７日（月） 
第１３回：  １月２４日（月） 
 
講義内容は後期のシラバスに掲載します。 


